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健
斗(25)

　…

主
人
公
。

女
性(23)

　…

繁
華
街
で
男
性
に
絡
ま
れ
る
。
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○
駅
前
・
改
札
口
（
夜
）

ス
ー
ツ
姿
で
改
札
を
抜
け
て
く
る
健
斗
（25

）
。

耳
に
は
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ヤ
ホ
ン
を
付
け
て
い
る
。

○
駅
近
く
の
繁
華
街
・
路
上
（
夜
）

健
斗
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
騒
が
し
い
繁
華
街
を
歩
い
て
い

る
。

健
斗
、
イ
ヤ
ホ
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
す
。

と
、
周
囲
の
居
酒
屋
か
ら
聞
こ
え
て
い
た
喧
騒
が
健
斗
の
耳

に
は
聞
こ
え
な
く
な
り
、
音
楽
だ
け
が
残
る
。

音
楽
に
乗
っ
て
足
取
り
軽
く
歩
い
て
い
る
健
斗
。

健
斗
、
道
路
を
挟
ん
で
向
か
い
の
路
上
で
、
ガ
タ
イ
の
良
い

男
性3

人
が
女
性1

人
を
囲
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
る
。

男
性
の1

人
が
女
性
（23

）
の
手
を
掴
も
う
と
す
る
が
、
女

性
は
激
し
く
抵
抗
し
て
振
り
解
く
。

女
性
、
向
か
い
で
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
健
斗
に
気
づ
き
、

何
か
を
言
う
。

し
か
し
健
斗
の
耳
に
は
聞
こ
え
ず
、
た
だ
音
楽
だ
け
が
流
れ

て
い
る
。

健
斗
、
女
性
が
自
分
を
見
て
何
か
言
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、
そ
そ
く
さ
と
そ
の
場
か
ら
去
る
。

タ
イ
ト
ル
　
「
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ
リ
ン
グ
」

○
駅
前
・
改
札
口
（
日
替
わ
り
・
深
夜
）

深
夜
の
人
気
の
な
い
駅
前
。

ス
ー
ツ
姿
で
改
札
を
抜
け
る
健
斗
。

足
取
り
は
フ
ラ
フ
ラ
と
ぎ
こ
ち
な
く
、
顔
は
赤
い
。

腕
時
計
で
時
間
を
見
る
と
、
深
夜
の
１
時
。

健
斗
、
た
め
息
を
つ
き
歩
い
て
い
く
。
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○
駅
近
く
の
繁
華
街
・
路
上
（
深
夜
）

通
り
は
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
中
を
歩
く
健
斗
。

と
、
２
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
に
、
女
性
が
健
斗
の
方
を
向
い

て
立
っ
て
い
る
。

前
髪
で
顔
は
見
え
な
い
。

健
斗
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
取
り
出
し
、
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ
リ
ン
グ

を
起
動
し
て
音
楽
を
聴
き
始
め
る
。

徐
々
に
女
性
に
近
づ
い
て
い
く
健
斗
。

健
斗
、
女
性
の
横
を
通
過
し
よ
う
と
し
て
。

女
性
の
声
「
エ
エ
」

と
、
耳
に
音
楽
で
な
い
低
い
声
が
響
く
。

健
斗
、
ビ
ク
ッ
と
し
て
女
性
の
方
を
見
る
。

女
性
、
首
だ
け
健
斗
の
方
で
あ
る
真
横
に
も
た
げ
、
目
を
見

開
い
て
健
斗
を
見
て
い
る
。

健
斗
　
「
！
？
」健

斗
、
怖
く
な
り
走
り
出
す
。

○
住
宅
街
・
路
上
（
深
夜
）

住
宅
街
の
中
を
走
っ
て
い
る
健
斗
。

イ
ヤ
ホ
ン
を
し
た
ま
ま
の
健
斗
の
耳
。

健
斗
の
耳
に
は
音
楽
が
流
れ
て
い
る
が
、
時
々
曲
が
途
切
れ

た
り
、
急
に
別
の
曲
が
流
れ
始
め
た
り
し
て
い
る
。

健
斗
、
後
ろ
を
振
り
返
る
が
、
女
性
は
来
て
い
な
い
。

健
斗
、
走
っ
て
い
た
足
を
緩
め
、
早
歩
き
で
帰
っ
て
い
く
。

○
マ
ン
シ
ョ
ン
・
健
斗
の
部
屋
・
玄
関
（
深
夜
）

部
屋
に
入
っ
て
く
る
健
斗
。

玄
関
の
ド
ア
を
閉
め
、
鍵
を
か
け
る
。

健
斗
、
ほ
っ
と
深
呼
吸
を
し
て
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
外
す
。
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○
同
・
同
・
寝
室
（
深
夜
）

ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
健
斗
。

健
斗
の
耳
に
、
小
さ
な
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

健
斗
、
音
に
気
づ
い
て
目
を
覚
ま
す
。

そ
の
音
は
、
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

小
さ
く
て
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
そ
の
音
は
、
大
き
く
な
る
に

つ
れ
、
明
ら
か
な
女
性
の
呻
き
声
と
し
て
聞
こ
え
て
く
る
。

健
斗
、
思
わ
ず
ベ
ッ
ド
横
に
置
い
て
い
た
イ
ヤ
ホ
ン
を
耳
に

つ
け
、
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ
リ
ン
グ
を
起
動
す
る
。

起
動
し
た
瞬
間
、
静
寂
に
包
ま
れ
る
部
屋
。

健
斗
、
ベ
ッ
ド
か
ら
体
を
起
こ
し
、
部
屋
を
見
回
す
。

が
、
常
夜
灯
で
薄
暗
く
視
界
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
。

荒
い
呼
吸
を
す
る
健
斗
。

健
斗
の
耳
に
は
、
段
々
と
テ
ン
ポ
が
早
く
な
る
自
身
の
心
拍

音
の
み
が
聞
こ
え
る
。

と
、
背
後
か
ら
声
。

女
性
の
声
「
ア
ウ
エ
エ
エ
ー
ー
」

健
斗
、
振
り
向
く
と
目
の
前
に
は
真
っ
青
な
女
性
の
顔
面
。

女
性
の
目
に
は
光
が
な
く
、
し
か
し
確
実
に
健
斗
を
見
つ
め

て
い
る
。

健
斗
　
「
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

健
斗
、
恐
怖
に
怯
え
た
顔
で
叫
び
声
を
上
げ
る
。

○
同
・
同
・
玄
関
前
（
深
夜
）

健
斗
の
部
屋
の
前
。

部
屋
の
中
か
ら
は
、
何
の
音
も
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
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